
 

 

 

 

 

 

 

第 1971 回例会  

平成 30 年 10 月 15 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４階 

会員卓話 米山記念奨学会委員長 山東 剛一 君 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング        「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 17 名 

  出席率 40.48 ％  前回修正出席率 81.00 ％ 

 

４．会長スピーチ       会長 山畑 弥生 君 

皆さん こんにちは！先日の田

中屋さんでの「出席率 80％目指そ

うフォーラム例会」では、各テーブ

ルで皆さん和気藹々と談笑され久

しぶりに活気にあふれた例会とな

り、出席率も 81％と云うことで目

標を達成させて頂き有難うござい

ました。会長として多くの皆さんの

出席を心から願っております。尚、当日例会を欠席さ

れた方は、週報にフォーラムの意見発表が掲載されて

いますので一読して頂ければと思います。 

次に休会が多く遅くなりましたが、議事録 60 日以

内の開示に伴い、先月 9 月 14 日の理事会議事録の補

足説明をさせて頂きます。 

・協議事項 3）友好クラブの宮崎中央ＲＣが 11 月 5

日（月）の夜間例会にご出席下さいますので、皆さ

ん歓迎の程、宜しくお願い致します。（今のところ

9名の来訪予定となっております） 

・協議事項 5）10 月からの夜間例会の開会時刻につい

てですが、従来の 6時半では遅れて来る方が多いの

で本年度は試験的に 7時から（臨時変更）開会させ

て頂きますのでご了承下さい。 

議事録の補足説明は以上です。 

続いて 11 月 17 日（土）に開催されますＩＭのご案

内と「IDM と IM とは何ですか？」と、若い会員さん

からよく質問されますので、その説明資料も合わせて

お配りしておりますからご覧ください。以前ＩＭは毎 

 

 

年開催されておりましたが 2010 年 1 月に（米田ガ

バナー時）御坊市民会館での開催が最後だったと思い

ますので、その後に入会された方は、分からなくて当

然のことだと思います。 

IM=Intercity Meeting（都市連合会） 

地区ガバナーの要請により、角逐代理（ホストクラ

ブ）が主催して開催します。その目的は地区の分区ご

とに（当地区には、8分区あります）会合を開きベテ

ランロータリアンをリーダーに迎えてロータリーの

奉仕の諸問題について討議したり会員相互の親睦と

面識を広めることです。 ＩＭ参加クラブは、第２分

区の 9クラブですが、ホストクラブの有田ＲＣさんは

、各クラブ 50％の出席をお願いしたいとのことで、

来週 10/22 日の当クラブ例会に詳しい説明にお越し

頂けるそうです。 

IDM=Informal Discussion Meeti(Fireside Meeting)

かつての炉辺会合（Informal Meeting）家庭集会 

かつて新入会員にロータリー情報を提供する為に、

会員宅を持ち回りして、少人数で開く非公式な懇談会

として始められ、現在は少人数でアットホームな雰囲

気の中で会員間の親睦と情報交換、ロータリーを推進

する為に開かれる非公式な会合です。（※手続き要覧

には記載されていない）既に今月各組の開会日も決定

との事でリーダーの皆さんは終了後、速やかに報告書

の提出を宜しくお願い致します。最後に今月は、「米

山月間」そして「経済と地域社会の発展月間」と云う

ことで、本日はベテランの山東米山記念奨学会委員長

に卓話をお願いしております。山東委員長、後程宜し

くお願い致します。 

 

５．幹事報告                 幹事 中村 俊之 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
高野山ＲＣ 11 月 2 日（金）→10 月 28 日（日） 
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６．会員卓話  米山記念奨学会委員長 山東 剛一 君 

 今月 10 月は米山月間です。それで

少し米山記念奨学会のことをお話し

させていただきたいと思います。 

特に米山学友についてお伝えした

いと思います。昨年本部から 2017－

2018 年度用として送られてきたビデ
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オを見て頂きたいと思います。 

学友とは日本で米山記念奨学会の奨学金をうけて、

大学大学院などを卒業した人を指します。 

ロータリー米山豆辞典で米山記念奨学会について

細かい点まで書かれています

が、その中でも寄付について述

べます。 

寄付には普通寄付と特別寄

付があり（ほかにも法人特別寄

付や遺言による特別寄付もあ

るが省略します。）普通寄付は

日本の全ロータリアンからの

各クラブで決定した金額をク

ラブ毎に送金するもので、特別

寄付は法人個人問わず、普通寄

付以外の任意寄付を言います。 

なぜ普通寄付金が必要かと言

いますと、特別寄付だけでは足りないからです。 

各人が任意で特別寄付をすると、税制上の優遇措置が

受けられます。ロータリー米山記念奨学会は内閣府に

より「公益財団法人」の認定を受けているからです。 

丁度 2017 年が米山学友会設立 50 周年でした。 

1920年 東京ロータリークラブ設立（米山氏52歳） 

1967 年 米山財団設立 

因みに、クラブの 4000 万円達成クラブとして 2016

年に表彰されました。 

 

７．閉会点鐘 

 

次回例会 

10 月 22 日（月）第 1972 回 例会 

12:30～ 海南商工会議所４階 

卓話 米山記念奨学生 

      アマル・ジュリアン・サミュエル 君 

 

 
 

阪口 洋一 君  10 月 4 日（木）ジュリアン君が

和歌山城南ＲＣ卓話しました。

同行致しました。 

谷脇 良樹 君  公式訪問 第２分区の９クラブ

全て終えました。 

魚谷 幸司 君  昨日、有田東急コンペで 74 ベス

トスコアを更新しました。 

寺下  卓 君  昨日、海南市の創業者セミナー

があり、40 名集まりました。 

田岡 郁敏 君  山東さん、卓話よろしく。昨日

海南市防災フェスティバルと和

歌山商工まつりに行きました。 

理事会残金 

 

 

 

ロータリーの戦略計画は、未来の枠組みを設ける

ことで、世界各地でより良い地域社会づくりを行う

定評あるダイナミックな団体としてロータリーが評

価され続けるようにするものです。 

ロータリーのリーダーたちは、2020 年度以降にロ

ータリーを導くための戦略計画を立てています。現

行の戦略計画は 2019 年 6 月 30 日までのものです。 

ロータリー理事会と財団管理委員会は、次なる戦

略計画の土台となる 4 つの主な優先事項と目的を承

認しました。 

目的：ポリオを撲滅し、残された資産を活用する 

人びとは、世界に変化をもたらし、人間関係を築

く方法を求めています。私たちは、人びとが求めて

いることをロータリーで見つけられるよう、どのよ

うに手助けできるでしょうか。その答えは、より多

くの人や組織が参加できる独特な機会を創り出すこ

とです。クラブは、これからもずっと大切です。そ

の一方で、全世界に会員基盤を広げるために、より

多くの参加者をロータリーに迎え入れる画期的なモ

デルを使って現在の構造を拡大し、一体となって行

動できる意義ある方法を提供していきます。 

目的：会員基盤と参加者の基盤を広げ、多様化する 
・ロータリーへの新しい経路を創り出す 
・ロータリーの開放性とアピール力を高める 
・活動成果とブランドに対する認知を築く 
・参加者の積極的なかかわりを促す 
めまぐるしく変わる現在の世界にクラブが直面し

ている課題を認識しているロータリーは、会員の参加

と維持を促すような経験をクラブが提供できるよう

支援します。会員に経験と価値を提供できるようクラ

ブを支援することで、ともに奉仕し、人間関係を広げ、

より満足のいく経験をロータリーで得られる機会を、

ロータリアンや他の参加者に提供することができま

す。 
目的：クラブが会員の積極的参加を促すための支援 

・価値を提供し、参加者中心のアプローチを開発する 
・個人、職業の繋がりを築き、新たな機会を提供する 
・リーダーシップ育成、スキル研修の機会を提供する 
・適応力を高める 
ビジョンを達成し、変わりゆく世界的な傾向に追い

つくため、構造と文化を進化させていかなければなり

ません。私たちは、すべての参加者を効率よく、柔軟

で、効果的に支援できるような運営とガバナンスの構

造を築きます。 
目的：研究と革新、および進んでリスクを負うこと

への意思を奨励する文化を築く 
ガバナンス、構造、プロセスを合理化する 

意思決定におけるより多様な考え方を育むために、ガ

バナンスを見直す 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：上野山 雅也  副委員長：清水 敏光  委員：阪口 洋一  千賀 知起 


